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基本作業－491　容器内作業の危険性
容器内等閉鎖区域内（塔、槽、タンク、タンク車、船舶等の密閉容器並びにピット、シュワー等通風換気の不良な場所）に立入る場合はガス中毒、酸素欠乏症等による危害の防止に努めること。
容器内作業には、下表のような危険性があり、事前準備、作業開始の手順、作業の管理等、厳しくルールは守らなければならない。

	
	作　業　環　境
	危　険　性
	準備・対応

	（１）

（２）

（３）

（４）

（５）


	出入口が狭い

外部と連絡がとりにくい　

暗い

空気の流れが悪い

何があるかわからない


	非難が難しい

情報が不明確

衝突・転倒

酸欠・ガス中毒

ヘドロ→Ｈ２Ｓ→中毒

鉄錆→Fe２S→発火
ポリマー　　→発火


	命綱の準備

見張人と置く

照明の取付

検知、置換、保護具必要

事前に除去する

又は保護具の着用

検知（O２、H２S等）

を行う
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